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ARISEジャパン代表及びARISE理事　
株式会社JTB総合研究所 上席研究理事 観光危機管理研究室長
　
国連国際防災戦略事務局（UNISDR）駐日事務所代表 

グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン 事務局長

名古屋大学減災連携研究センター 教授

モデレーター　　　 MS&ADインターリスク総研株式会社
　　　　　　　　　新領域開発室 特別研究員

パネリスト
　アカデミア　　　名古屋大学減災連携研究センター 教授
　アカデミア　　　東北大学災害科学国際研究所 助教
　災害シミュレーション 株式会社構造計画研究所
　　　　　　　　　公共企画マーケティング部部長
　気象情報　　　　株式会社ウェザーニューズ
　　　　　　　　　取締役 執行役員 最高運営責任者 気象予報士
　観光インバウンド 株式会社サーベイリサーチセンター
　　　　　　　　   代表取締役副社長 営業企画本部長

ARISE理事
国際航業株式会社 代表取締役会長

高松　正人

松 岡 由 季

大 場 恒 雄

西 川 智

本 田 茂 樹

西 川 智
瀧 川 裕 貴

佐 藤 壮

安 部 大 介

石 川 俊 之

呉　文　繍

防災情報：参照情報から行動トリガーへ

情報をラストマイルに届け、
かつ活用されるためには？

※お茶と軽食の簡単な懇親会です。
　19:30 終了予定（無料）

主 催 者 挨 拶

共 催 者 挨 拶

後援団体挨拶

基 調 講 演

事例発表及び
パネルディス
カ ッ シ ョ ン

ラップアップ・
閉 会 挨 拶

懇 親 会

昨年、平成30年を表す漢字に「災」が選ばれました。また、多くの災害が発生した平成は災害の時代と
言われ、企業にとっては、災害リスクと向き合い、対応することが経営面だけではなく、社会的責任を
果たすという面からも重要であることが認識された時代でした。
「異常」気象が「常」態化し、災害リスクが増加する新時代において、災害に強い社会の鍵となるものの
一つが今、目覚ましく発展が進んでいる情報。今年のARISEジャパン公開シンポジウムは、災害リスク
を取り扱う情報技術・情報コミュニケーション・情報の社会心理学をテーマに、企業がSDGsの描く持
続可能な世界にどのように貢献できるかを探ります。

3月11日月 15：00～17：40
（受付開始14：30）

コンベンションルーム AP 虎ノ門
事前
登録制
無料

東京都港区西新橋 1-6-15　NS 虎ノ門ビル 11 階（SMBC 日興証券のあるビル）

主催：UNISDR ARISE ジャパン
共催：国連国際防災戦略事務局（UNISDR）駐日事務所

後援：一般社団法人 グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン
　　　一般社団法人 日本防災プラットフォーム
　　　一般社団法人 レジリエンスジャパン推進協議会

協賛：MS&ADインシュアランスグループホールディングス株式会社　株式会社カブト 株式会社構造計画研究所
　　　国際航業株式会社　東京海上日動火災保険株式会社

※プログラムは当日、内容の変更がある場合がございます。

SDGs時代の防災・減災と企業
～情報からコミュニケーションへ

事前
登録制
無料

UNISDR 災害に強い社会に向けた民間セクター・アライアンス（アライズ）
UNISDR Private Sector Alliance for Disaster Resilient Societies （ARISE）

ARISE ジ ャ パ ン 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム

個人情報の取り扱いについて：取得した個人情報は当シンポジウムのために使用し、
各種ご案内などに利用することがあります。個人情報保護方針および個人情報取り扱
いの詳細はこちらのURLをご確認ください。http://www.kkc.co.jp/policy/privacy.html

参加申し込み：オンラインにて受付 http://bit.ly/arisej19 
　　　　　　　定員120名
お問い合わせ：ar i s e _ j a p an_ f o c a l p t@kk - g r p . j p
　　　　　　　　　ARISE  ジャパン事務局（国際航業株式会社内）


